北陸新幹線の福井県内早期着工に関する意見書

　北陸新幹線は、国全体の総合交通体系の中軸として国土の均衡ある発展に不可欠なものであり、沿線地域の飛躍的発展を図る上で大きな効果をもたらし、さらに、地球温暖化対策推進の観点からも、早期の福井県内への整備が強く求められる。
政府においては、「未着工区間は年内に基本的考えを示し地元自治体とも議論」

との考えを示されているが、以下の点を踏まえ、福井県内への整備について、年内に整備方針を示し、確実に早期着工を実現されるよう、強く要望する。

１　沿線人口が東海道新幹線沿線に匹敵、鉄道需要も大きく、未着工３路線の中で唯一「フル規格」で計画されており、東海道新幹線の代替補完機能の確保といった点からも、他路線に優先して整備すべき路線であること。

１　「首都圏」のみならず「関西圏」と「北陸」の地域連携の重要な路線であり、平成26年度末完成を目指し工事が進められている長野・白山総合車両基地間から、さらに関西と北陸の交通結節点である敦賀までの整備は急がれるべきであること。
１　県内においては、他路線に先行して平成８年には県内への工事実施計画の認可申請がされ、本年２月には新幹線福井駅部も完成、沿線自治体においても、新幹線を前提としたまちづくりに計画的に取り組んできており、優先して着工する条件が整っていること。
１　金沢止まりによる福井延伸の遅れは、県民の移動利便性、立地条件での差など北陸３県に地域格差を生ずるとともに、国家プロジェクトとして著しく合理性を欠くこと。
１　本県では、もんじゅの運転再開、高経年化への対応等課題がある中、13基の原子力発電所により関西地域の消費電力の約半分を担うなど、長年にわたり国のエネルギー、環境政策に積極的に貢献してきており、福井延伸がこれ以上遅れることについて県内での理解が得られないこと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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